
３
月
末
で
退
任
さ
れ
る
菅

野
所
長
の
最
終
講
義
が
３
月

８
日
（
日
）
、
午
後
２
時
か

ら
８
階
講
堂
で
実
施
さ
れ
る
。

講
義
テ
ー
マ
は｢

私
の
メ
ン

タ
ル
マ
ッ
プ｣

で
、
先
生
の

頭
の
中
に
あ
る
地
図
情
報
の

蓄
積
に
つ
い
て
の
講
義
と
な

る
予
定
だ
。

菅
野
所
長
は
在
任
中
、
初

の
海
外
面
接
授
業
を
開
催
し

た
ほ
か
、
楽
し
い
サ
ロ
ン
を

随
時
開
催
す
る
な
ど
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
。
多
数
の

聴
講
を
お
願
い
し
た
い
。

卒
業
研
究
発
表
会

所
長
の
最
終
講
義
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
３
月
８
日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
第
１

講
義
室
に
お
い
て
最
近
卒
業

研
究
を
さ
れ
た
中
か
ら
、
２

～
３
人
に
そ
の
成
果
を
発
表

し
て
も
ら
う
。
現
在
発
表
者

の
人
選
中
で
あ
る
が
、
多
数

の
参
加
を
お
願
い
す
る
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

同
３
月
８
日
、
卒
業
研
究

発
表
会
並
び
に
菅
野
所
長
の

最
終
講
義
の
終
了
後
、
15
時

50
分
か
ら
講
堂
に
お
い
て
、

記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
菅
野
所
長
の
お

別
れ
の
会
と
同
窓
会
創
立
25

周
年
の
記
念
を
兼
ね
た
催
し

で
あ
る
。
会
費
は
千
円
で
当

日
受
付
で
徴
収
す
る
。
菅
野

所
長
と
親
し
く
懇
談
で
き
る

最
後
の
機
会
で
も
あ
り
、
学

生
、
同
窓
生
と
も
ど
も
多
数

の
参
加
を
お
願
い
す
る
。

日
時

２
月
７
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

場
所

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
階
講
堂

講
師

河
野
一
世

元
（
財
）
味
の
素
食
の

文
化
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事

演
題

｢

日
本
の
食
文
化

―
だ
し
の
魅
力
―
」

平
成
26
年
度
第
２
学
期
の

単
位
認
定
試
験
が
1
月
23
日

（
金
）
か
ら
2
月
1
日
（
日
）

ま
で
の
間
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
時
間
を
確
認
し
、
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
生

証
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
早
め
に
受
け
取
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
第
１
学
期
の

科
目
登
録
期
間
は
、
郵
送
に

よ
る
場
合
は
平
成
27
年
2
月

13
日
（
金
）
か
ら
2
月
27
日

（
金
）
ま
で
で
す
。
シ
ス
テ

ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
よ
る
場

合
は
2
月
28
日
（
土
）
24
時

ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
4
月
入
学
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

皆
さ
ん
の
友
人
・
知
人
に

も
放
送
大
学
の
素
晴
ら
し
さ
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

一
緒
に
学
友
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
出
願
期
間
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
第
1
回
募
集
】
平
成
26
年

12
月
1
日
（
月
）
～
平
成
27

年
2
月
28
日
（
土
）

【
第
2
回
募
集
】
平
成
27
年

3
月
1
日
（
日
）
～
平
成
27

年
3
月
20
日
（
金
）

下
記
の
日
程
で
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
在
学
生

も
参
加
で
き
ま
す
。
学
位
授

与
制
度
を
活
用
し
た
学
士

（
看
護
学
）
の
学
位
取
得
、

認
定
心
理
士
等
の
資
格
取
得

な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
の
予
約
を
受
付
中
。

（
048
―
650
―
２
６
１
１
）

開
催
日

2
月
14
日
（
土
）

時

間

10
時
～
17
時

◆
サ
ロ
ン
宇
田

テ
ー
マ

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
英
語

を
検
討
す
る

日

時

２
月
８
日
（
日
）

10
時
～
15
時
30
分

◆
サ
ロ
ン
か
ん
の

テ
ー
マ
「
ア
メ
リ
カ
・
魂
の

ふ
る
さ
と
」
を
見
る

第
４
回

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

残
照
―
ア
リ
ゾ
ナ
・

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
」

日

時

２
月
12
日
（
木
）

14
時
～
15
時
30
分

◆
サ
ロ
ン
た
か
の

テ
ー
マ

心
の
オ
ア
シ
ス

主
な
内
容

コ
ラ
ー
ジ
ュ作

成

日

時

２
月
28
日
（
土
）

14
時
30
分
～
17
時

２
０
１
５
年
1
月
に
総
務

係
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

新
任
者
も
前
任
者
同
様
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
新
任

武
笠
行
祐

＊
退
職

島
村
知
伸

第３６号 学 生 新 聞 平成２７年１月２２日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

菅
野
所
長
の
最
終
講
義
を
３
月
８
日
に

卒
業
研
究
発
表
会
も
同
日
に
開
催

同
窓
会
創
立
25
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
も

「
親
不
孝
者
」

笹
原
誠
二

「
身
体
髪
膚
こ
れ

父
母
に
受
く
、
あ
え

て
毀
傷
せ
ざ
る
は
孝

の
始
め
な
り
」
（
孝

経
開
宗
明
義
章
）
。
確
か
高

校
の
漢
文
の
授
業
で
習
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
、
今

で
も
時
々
口
ず
さ
ん
で
い
る
。

そ
の
意
味
は
「
体
全
体
、
髪

の
毛
や
皮
膚
に
至
る
ま
で
、

総
て
父
母
か
ら
受
け
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
毀
傷

し
な
い
よ
う
、
大
切
に
す
る

事
が
孝
行
の
第
一
と
す
べ
き

事
だ
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

実
は
、
高
校
受
験
を
目
前

に
し
て
、
柔
道
部
の
寒
稽
古

で
肩
を
脱
臼
し
て
、
三
角
布

で
右
腕
を
つ
っ
て
帰
宅
し
た

時
、
母
は
た
め
息
を
つ
き
な

が
ら
「
あ
な
た
は
小
さ
い
時

か
ら
、
よ
く
股
関
節
を
脱
臼

し
て
何
度
も
病
院
ま
で
負
ぶ
っ

て
行
っ
た
り
、
時
々
急
の
発

熱
や
喘
息
で
危
な
い
時
も
あ
っ

た
の
よ
」
と
注
意
さ
れ
た
。

ど
う
や
ら
幼
少
の
時
か
ら
何

を
し
で
か
す
か
心
配
の
種
だ
っ

た
ら
し
い
。

「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
怪
我

が
付
き
物
」
と
は
い
う
も
の

の
、
学
生
時
代
も
体
育
会
の

活
動
で
、
遠
征
・
試
合
の
最

中
に
、
脱
臼
、
捻
挫
、
突
き

指
が
絶
え
な
か
っ
た
。
放
送

大
学
に
入
学
し
た
後
も
、
肋

骨
や
腰
骨
の
骨
折
、
頚
椎
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
長
期
間
通

院
生
活
を
送
っ
た
。

草
葉
の
陰
か
ら
、
両
親
に

「
相
も
変
わ
ら
ず
、
怪
我
が

多
い
な
あ
」
と
言
わ
れ
そ
う

な
気
が
す
る
が
、
こ
ん
な
親

不
孝
の
私
で
も
、
年
に
数
度

の
墓
参
り
の
時
に
は
「
70
過

ぎ
て
も
何
と
か
無
事
元
気
で

や
っ
て
い
ま
す
」
と
墓
前
で

報
告
を
し
な
が
ら
、
本
当
に

気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

と
反
省
を
こ
め
て
、
自
ら
を

戒
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

学生手帳

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。日

頃
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
の
事
務
運
営
に
格
別
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
日
本
経
済
は
、
安
倍

内
閣
の
経
済
政
策
に
よ
り
デ

フ
レ
脱
却
の
兆
し
が
み
ら
れ

ま
す
。

年
の
瀬
の
衆
議
院
選
挙
で

は
、
消
費
税
の
先
送
り
が
評

価
さ
れ
、
国
民
の
選
択
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
更
な
る
地
方

再
生
の
活
性
化
に
向
け
て
、

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
政
策
運

営
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
今
年
の
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
は
変
革
の
兆
し
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
団
体
・

埼
玉
同
窓
会
・
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
教
職
員
の
皆
様
と
の

連
携
を
強
化
し
、
連
帯
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
更
な
る

発
展
に
皆
様
の
意
見
を
賜
り
、

運
営
に
反
映
で
き
る
組
織
体

制
強
化
を
図
っ
て
参
る
所
存

で
す
。

我
々
の
組
織
は
、
今
後
も

身
の
丈
を
弁
え
た
運
営
を
心

掛
け
て
参
り
ま
す
。

４
月
の
新
学
期
に
は
、
新

た
に
多
く
の
仲
間
が
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
各
学
生
団

体
の
更
な
る
募
集
活
動
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
各
位
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
入
学

学
生
募
集

平
成
27
年
新
年
の
あ
い
さ
つ

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

サ
ロ
ン
開
催
の
お
知
ら
せ

学
生
の
参
加
を
期
待

平
成
26
年
11
月
16
日
（
日
）
、

奈
良
同
窓
会
主
催
の
近
畿
地
区

交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
近
畿

地
区
は
奈
良
、
大
阪
、
京
都
、

滋
賀
、
兵
庫
、
和
歌
山
の
６
同

窓
会
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に

連
合
会
本
部
が
加
わ
り
、
参
加

者
は
こ
れ
ま
で
最
多
の
41
名
と

な
っ
た
。
奈
良
同
窓
会
の
日
帰

り
で
奈
良
ら
し
い
交
流
会
に
と

い
う
思
い
が
皆
に
届
い
た
よ
う

で
あ
る
。
三
部
構
成
企
画
の
第

一
部
は
、
西
大
寺
見
学
と
大
茶

盛
体
験
で
あ
る
。
私
た
ち
は
９

時
30
分
近
鉄
西
大
寺
駅
に
集
合

し
、
西
大
寺
に
向
っ
た
。
西
大

寺
は
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
、

東
の
東
大
寺
・
西
の
西
大
寺
と

称
さ
れ
る
大
寺
で
あ
っ
た
。
し

か
し
平
安
時
代
、
度
重
な
る
災

害
に
遭
い
衰
頽
し
た
。
そ
の
後

鎌
倉
時
代
半
ば
、
名
僧
興
正
菩

薩
叡
尊
に
よ
っ
て
真
言
律
宗
の

根
本
道
場
と
し
て
復
興
さ
れ
た
。

こ
れ
が
原
型
と
な
り
、
室
町
時

代
に
は
兵
火
を
浴
び
、
多
く
の

堂
燈
を
失
っ
た
も
の
の
法
燈
を

守
り
、
真
言
律
宗
の
総
本
山
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

正
月
15
日
に
行
な
わ
れ
る
大

茶
盛
式
は
「
興
正
菩
薩
が
延
応

元
年
正
月
の
御
修
法
の
結
願
に

際
し
、
鎮
守
八
幡
に
参
詣
献
茶

さ
れ
、
そ
の
余
服
を
衆
参
に
施

さ
れ
た
」
と
い
わ
れ
、
今
回
は

特
別
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
の
だ
。
本
堂
な
ど
寺
の
内
を

見
学
後
、
愛
染
堂
の
広
間
に
通

さ
れ
る
と
、
正
月
の
風
情
か
雪

を
か
ぶ
っ
た
松
が
床
の
間
に
配

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
に
皆
で

大
き
な
輪
を
作
っ
て
座
り
説
明

を
受
け
る
が
、
若
い
僧
の
お
話

は
巧
妙
で
心
地
よ
く
大
茶
盛
の

世
界
に
誘
わ
れ
る
。
そ
こ
で
お

菓
子
を
戴
き
、
口
径
36
セ
ン
チ
、

高
さ
21
セ
ン
チ
も
あ
る
大
茶
碗

で
抹
茶
を
回
し
飲
む
の
で
あ
る
。

一
人
で
持
て
な
い
人
は
両
脇
に

助
け
ら
れ
「
信
茶
一
味
の
妙
境

を
参
す
る
」
と
い
う
独
特
な
茶

会
を
楽
し
ま
せ
て
頂
い
た
。

第
二
部
は
、
電
車
で
移
動
し

大
和
文
華
館
文
華
ホ
ー
ル
で
の

交
流
会
で
あ
る
。

奈
良
ホ
テ
ル
よ
り
移
築
さ
れ

た
と
い
う
歴
史
的
建
造
物
の
ホ
ー

ル
で
、
山
本
奈
良
同
窓
会
長
に

続
き
、
池
原
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
の
ご
挨
拶
を
戴
い
た
。
池

原
先
生
は
面
接
授
業
の
合
間
を

縫
っ
て
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ

た
。
続
い
て
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

の
各
代
表
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
紹

介
、
卒
業
研
究
修
論
の
体
験
発

表
、
各
同
窓
会
か
ら
の
報
告
や

討
議
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、

あ
っ
と
い
う
間
に
閉
会
の
時
を

迎
え
た
。
そ
れ
か
ら
〝
東
洋
美

術
の
美
の
た
め
の
美
術
館
〟
と

い
わ
れ
る
大
和
文
化
館
の
展
示

や
庭
園
を
見
学
し
、
徒
歩
で
第

三
部
の
懇
親
会
会
場
へ
と
移
動
、

更
な
る
交
流
を
図
っ
た
。
実
に

盛
り
沢
山
で
奈
良
ら
し
い
奈
良

な
ら
で
は
の
交
流
会
で
あ
っ
た
。

奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
で

き
な
か
っ
た
事
は
心
残
り
だ
が
、

次
の
楽
し
み
に
し
よ
う
と
思
う
。

一
般
公
開
講
演
会

｢

日
本
の
食
文
化｣

を
学
ぶ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
は
健
や
か
に
平
成
27
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
２

月
に
は
大
雪
の
た
め
に
埼
玉
県
秩
父
地
域
で

は
道
路
が
不
通
と
な
り
、
孤
立
し
た
集
落
も

出
ま
し
た
。
７
、
８
月
に
は
強
い
台
風
が
来

て
、
洪
水
や
山
崩
れ
を
起
こ
し
、
９
月
に
は

御
嶽
山
が
噴
火
し
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。
11
月
に
は
埼
玉
県
内
が
深
い
霧
に
包

ま
れ
、
大
宮
区
や
浦
和
区
で
は
建
物
が
上
部

を
除
い
て
す
っ
ぽ
り
と
霧
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
湿
っ
て
い
た
空
気
が
放
射
冷
却
に

よ
っ
て
冷
や
さ
れ
た
放
射
霧
で
し
た
。
し
か

し
、
都
市
部
が
こ
れ
だ
け
の
ス
ケ
ー
ル
で
霧

に
覆
わ
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
近

年
見
ら
れ
る
異
常
気
象
の
一
端
か
と
想
像
し

て
い
ま
す
。

昨
年
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
客
員

教
員
を
６
人
か
ら
８
人
に
増
や
し
、
新
任
の

客
員
教
員
を
４
人
加
え
ま
し
た
。
化
学
、
経

営
学
、
臨
床
心
理
学
、
生
物
学
の
教
員
が
増

え
、
放
送
大
学
教
養
学
部
の
６
コ
ー
ス
に
対

応
す
る
教
員
を
揃
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教

員
に
よ
っ
て
、
多
様
化
す
る
学
習
相
談
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
不
定
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
専
門
分
野
の
サ
ロ
ン
を
開
設
し

て
、
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

放
送
大
学
で
学
ん
で
い
る
人
々
の
動
機
は

様
ざ
ま
で
あ
り
、
放
送
大
学
で
開
設
し
て
ほ

し
い
と
い
う
授
業
科
目
の
要
望
も
多
種
多
様

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
放
送
授
業
に
は
時
間
的

制
限
が
あ
り
、
１
年
間
に
放
送
で
き
る
科
目

数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
科
目
を
増
や
す
方
法
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
取
り
入
れ
て
、
２

０
１
５
年
度
か
ら
２
科
目
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
さ
れ
る

映
像
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
資
料
に

よ
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
く
授
業
で
す
。
自

宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
場
合
に

は
学
習
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
学
習
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
放
送
大
学
で
学
ぶ
皆

さ
ん
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
か
ら
、
そ
の
学
習

環
境
を
常
に
良
好
に
保
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
学
習
環
境
の
改
善
と
整
備
に

は
職
員
、
学
生
、
同
窓
会
の
協
力
が
必
要
で

す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
き
た
放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会
は
創
立

25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
窓
会
に
は
益
々
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

菅
野
峰
明

事
務
職
員
交
代
の

お
知
ら
せ

奈
良
で
の
同
窓
会

近
畿
地
区
交
流
会

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

探
訪
コ
ー
ナ
ー

西大寺の大茶盛式

退任される菅野所長

単
位
認
定
試
験

１
月
23
日
か
ら
開
始

科
目
登
録
の
手
続
き

２
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で

看
護
師･

准
看
護
師
向
け

個
別
相
談
会
を
開
催



★
２
月
７
日
（
土
）
13
時
～

総
会
準
備

＊
新
年
度
前
期
活
動
計
画

案
作
成

＊
新
役
員
体
制
案
作
成

★
３
月
７
日
（
土
）
13
時
～

２
０
１
４
年
度
総
会

＊
今
年
度
活
動
報
告

＊
会
計
報
告

＊
新
年
度
活
動
計
画

＊
予
算
審
議

＊
役
員
改
選

★
１
月
は
休
会

★
定
例
会

２
月
10
日
、
２
月
17
日

★
毎
週
火
曜
日

10
時
半
～
12
時

2
月
10
日
、
17
日
、
24
日

3
月
3
日
、
10
日
、
17
日

★
3
月
24
日
は
総
会
＆
懇
親

会
を
開
催

★
体
験
歓
迎

★
定
例
活
動
日

第
２
・
第
４
木
曜
日

13
時
～
16
時
30
分

第
５
講
義
室

２
月
12
日
、
26
日

３
月
12
日
、
26
日

★
４
月
よ
り
活
動
日
変
更

第
１
・
第
３
金
曜
日

★
体
験
歓
迎

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
～
15
時
15
分

但
し
、
１
月
は
休
会

★
２
月
10
日
（
火
）

定
例
会
＆
勉
強
会

13
時
～
16
時
ま
で

場
所
＝
第
１
講
義
室

講
演
＝
「
コ
ー
チ
ン
グ
体

験
講
座
」
＝
大
津
博
伸
氏

★
２
月
の
イ
ベ
ン
ト

・
開
催
日
＝
２
月
18
日
（
水
）

「
東
京
都
庭
園
美
術
館

＆
目
黒
雅
叙
園
百
段
雛
飾

り
見
学
」

★
勉
強
会

２
月
14
日
、
21
日

★
２
月
５
日
13
時
～

３
月
８
日
の
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
の
立
ち
上
げ

（
同
窓
会
・
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
の
合
同
委
員
会
）

１
年
で
一
番
寒
い
季
節
の

到
来
。
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
、

学
習
に
励
む
皆
さ
ん
に
36
号

を
お
届
け
し
ま
す
。
あ
と
10

日
で
光
の
春
へ
と
季
節
は
移

り
ま
す
。
希
望
の
春
へ
と
繋

が
る
事
を
祈
り
つ
つ
。
（
冬
）

第３６号 学 生 新 聞 平成２７年１月２２日2

資料を頂いた時、制作した方の熱

意が伝わり一片の紙を貰うというよ

り、主催者の意気込みを渡して貰っ

たような確かな思いがあった。以後、

地図帳片手に予備知識の収集が始まっ

た。前もって筑波山から関東平野へ

の学びの種を蒔いて貰い、蛍光ペン

でマークを入れながら事前の学習を

深め、当日の解説に目を向ける事が

できるようになった。簡潔にまとめ

られた資料（地図の等高線の中の地

名がくっきりしていれば更に良かっ

た）が大きな助けとなった事は云う

までもない。

筑波山では山頂から見晴らした山

川草木の中に、朱色の鳥居が鮮やか

に見えた。この風景の創り手はこの

地形の中で地面を耕し、土地と命に

しがみつくように生活を営んできた

先人達以外の誰でもない事がはっき

り判った。関東平野を見渡しながら

お日様が照る事も、雨が大地を潤す

事も、夜が来てまた朝が巡ってくる

事も、みな有り難いと感謝した。仲

間と共に同じ美しい景色を見、同じ

楽しい時間を過ごし絆を深めた。全

ての自然に対する不思議と優しさを

自然と大地から学んだ気がする。

筑波山の山腹200～300ｍで栽培さ

れた蜜柑も美味であった。菅野所長

の〝放射冷却〟〝気温の逆転層〟の

説明が解りやすく、山腹気温の暖か

い中で、育まれた筑波蜜柑の味が一

層濃く味わえた。

筑波も四季それぞれに魅力がある

事は勿論だが、秋の色付きの一コマ

をカメラが捉え、また小さなケーブ

ルカーの窓からは、最高の天候の中

で大きな自然が臨めた。瞬間、瞬間

は消えて行くのが時間であるが、逃

さずに捕まえて抱えておける瞬間は

そう多くないので、シャッターを切

りまくり、網膜に収めた。

Japan Aerospace Exploration

AgencyがJAXAだったと初めて知った。

最先端のもの、わくわくするものに

敏感に反応したようで、仕舞い込ん

でいた興味が湧き上がった。宇宙が

始まってから150億年、生命が誕生

してから38億年という時間の中で、

地球と人間の営みを考えながら館内

を見学し、心は変幻自在になって、

｢銀河こころ鉄道｣に乗って｢宇宙ス

テーション駅｣に向け、宇宙の旅に

出発している気分であった。世界観

が広がり、心が豊かになった。宇宙

への旅人が携えるシンプルな携帯食

を売店で買い求め、翌日に皆に振る

舞いながらお土産話のつまみにした。

昼食の親子丼も大口を開けて10分

で完食し、口の中に舞い込んだ幸せ

を咀嚼した。抗う事ができない天候

が我々の見方に付いてくれた事は、

大学後期が晴天で見晴らしの良い事

間違い無しと確信した次第である。

人間だけが持つ素晴らしい力が漲っ

た研修旅行であり、今というこの時

を大事に使ってのバスの旅でした。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

今回は｢富岡製糸場と絹遺産群｣の構成資産

(｢富岡製糸場｣･｢田島弥平旧宅｣･｢高山社跡｣･

「荒船風穴｣)のうち､｢荒船風穴｣について記載

する｡

「荒船風穴」の概要を英文で示すと､次のよ

うになる｡

The largest commercial cold facility for

silkworm eggs making use of natural cold

airflow.

Representative example of modern storage

facilities for silkworm eggs that enabled

rearing cycles for increased production.

「荒船風穴」は、群馬県下仁田町の中心から

西へ約16㎞・標高約840ｍにある蚕種の定温貯

蔵施設である｡

富岡製糸場が完成した頃（明治5年)､蚕は年に

１度､春にしか飼育出来なかった。富岡製糸場

に建設された２棟の巨大な繭倉庫は､１年に１

度しか採れない繭を１年分貯蔵しておくために

建設されたのだ。養蚕農家にとっても養蚕用の

空間を１年の大半遊ばせてしまうことになる。

何とか飼育回数を増やせないかと思ったのは自

然の成り行きであった。蚕の繭が孵化(ふか)す

るには季節が冬から春へと移行する時の温度変

化が必要であり、その変化を人工的に作り出せ

ば、蚕の卵をいつでも孵化させられるようにな

るはずであると考えた｡それには蚕種を一定期

間･冷暗所に保存し､その後定温に戻して､｢春が

来た」と卵に勘違いさせてやればよい。

上信国境のすそのに、真夏でも岩石の間から

吹き出す冷風で､一定の低い温度を保つことで

知られた場所があり、真夏の８月でも風穴の冷

風は、摂氏2～

3度に保たれて

いた。ここに

蚕種を貯蔵し

たらどうだろ

うか｡高山社の

養蚕学校に在

学中だった庭

屋千壽(にわ

やせんじゅ）

は､自宅近く

のこの天然

の氷穴を調

査の後、蚕

種貯蔵地に

ふさわしい

と判断｡1905

年（明治38年）千壽の父であり下仁田町町長を

務めたこともあった庭屋静太郎は、この地に蚕

種貯蔵能力日本一の大規模な施設を作った。こ

れが｢荒船風穴｣の始まりである。｢荒船風穴｣は、

３つの風穴から成り立ち､それぞれ､第1号・第2

号・第3号と呼ばれており､土蔵式の大きな建物

が風穴を覆うように建てられていた｡一番大き

な第1号は縦８ｍ･横4ｍ･深さ４ｍの立法体構造

になっていた。内部は３層、貯蔵能力は蚕種紙

110万枚、当時風穴を利用した蚕種保存施設は、

群馬県に10ヶ所程度あったが貯蔵能力は多くて

も10万枚程度であり､｢荒船風穴｣がずば抜けて

大規模であった。

「荒船風穴」では､東北地方から中国･四国地

方に至る各県の養蚕関係者から蚕種保存を委託

されていた。庭屋静太郎は、荒船風穴と上信電

鉄(参考:注記)の下仁田駅の中間付近に事務所

を設け、蚕種の販売を取り仕切った｡蚕種は風

穴から事務所までは馬で、事務所から下仁田駅

までは自動車で、それから先は鐵道にて全国へ

運ばれた。風穴には管理棟が置かれ､事務所と

管理棟の間は私設電話で結ばれていた｡そして、

荒船風穴は全国の蚕種保存の一大中心地として

繁栄を続け、電気による冷蔵が普及した昭和10

年頃役目を終えた。

【注記】下仁田～上州富岡～高崎

路線距離:33.7㎞ 駅数：21 全線:単線

1894年（明治27年）上野（かずさ）鐵道開業

1921年（大正10年）上信電気鉄道と改称

1964年（昭和39年）上信電鉄と改称

世界遺産「富岡製糸場及び

絹産業遺産群」⑥ 荒船風穴

荒川良雄

囲
碁
専
科

年
逝
く
や
仮
設
の
窓
の
薄
明
か
り

由

美

霜
の
花
犬
の
鼓
動
を
手
の
中
に

規

子

階
下
よ
り
声
の
は
な
や
ぐ
初
稽
古

八
重
子

花
八
つ
手
井
戸
の
蛇
口
の
布
ぶ
く
ろ

安

代

ち
ち
は
は
の
揃
ふ
て
在
す
冬
銀
河

保

子

七
日
粥
膳
に
置
か
れ
し
干
支
の
箸

と
く
江

荒
行
の
僧
の
踝
霜
柱

光

娥

か
た
ち
な
き
物
の
は
じ
め
や
霜
雫

十

詩

朝
霜
や
向
か
ふ
子
の
口
一
文
字

明

美

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

筑波への研修旅行

榊原光代

荒船風穴の入り口

来
る
３
月
８
日
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
埼
玉
同
窓
会
、
埼

玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
（
１
面
に
関
連
記
事
）

参
加
に
は
申
込
が
必
要
な
の
で
、
左
記
の
申

込
先
へ
申
込
を
し
て
下
さ
い
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
合
同
イ
ベ
ン
ト

参
加
希
望
者
は
申
込
を

開
催
日
は
３
月
８
日
（
日
）

投稿コーナー

「猩猩草のイラスト」
健康体操研究会代表

福盛田恵子

埼
玉
同
窓
会


